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天王川の川筋と津島湊 ～むかしつしまを想う旅～

現在では天王川公園に名を残すばかりの「天王川」は、かつて津島のまちを南北
に貫く川でした。木曽川の分流足立川のことを津島の辺りでは天王川と呼び、津島
の南で木曽川の支流佐屋川に注いでいたのです。
津島は天王川の川湊「津島湊」として、ヒト・モノ・情報が集積する地域でした。
天王川は時代を経るにつれ、治水による水量の変化や埋め立てによって形を変えて
いきましたが、今でも地形からかつての名残を感じられます。
少し頑張って歩いて、かつての水郷・湊町津島の姿を探ってみましょう！
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ここより少
し西にある
車河戸とい
う天王川の
入り江が入
り込んでい

て、この辺りまで船を寄せていた
と言います。ここから児が小舟に
乗って祭の本船まで行ったと伝
わっています。ベネチアのような
風景だったかもしれません。

1 川筋前の
瑞泉寺の稚児門

5

猿尾とは、
猿の尻尾の
ように天王
川の突き出
した堤防を
意味します。

かつては松並木がありましたが伊
勢湾台風で多く倒れました。

このあたり
は天王川の
西堤にあた
り、馬場町
の大イチョ
ウは堤防

に根を張っていたことになります。
津島神社のご神木として大切にさ
れてきました。かつてはここが津
島神社の御旅所でした。

津島は天王
川の川湊と
してにぎわ
いました。
川湊の運
航を司るた

め、このあたりに文禄２年、船番
所が設けられ、番所は船会所に
姿を変えつつ江戸時代末期まで湊
は続きました。

領内川につながる新堀川はかつて
の天王川の流路と重なります。

明治30年代
に天王川は
締め切られ
て丸池にな
りましたが、
車河戸は

縮小こそしても古地図の頃から姿を
ほとんど変えていません。

現在は堤
が築かれ
津島神社
の御旅所
となってい
ますが、

かつてはここから北より天王川公
園方面へ天王川が流れ、東西には
天王橋という長さ六十五間の橋が
架かっていました。

参考：再現された
天王橋の欄干
明治45年（1912）
※津島市立図書館  
　所蔵

天王川北堤の
天王橋と御旅所
大正4年頃（1915）
※津島市立図書館
　所蔵

天王川は江
戸時代中期
には天王川
公園より北
側は締め
切られまし

たが、以降も日光川や領内川から
新堀川を経由した水運が行われ、
このあたりには材木屋がありました。

車河戸から
天王川公
園北側の
御旅所へ
向かう松並
木の道は、

かつての天王川左の堤防でした。
今より堤は高かったとか…？

8 大イチョウ
(馬場町)昔の川岸

6 津島湊と番所跡

2 何百年と変わらない
車河戸

9 新堀川堤防7 御旅所

10旧天王川

3 左岸の堤防

本町筋は蛇行していますがこれは
本町筋が天王川の自然堤防の上に
形成された町であることを意味しま
す。

車河戸の屋
台島は、以
前は屋台島
は５つあっ
たのです
が、現在は

４つになっています。今車と下車の
屋形が１つの島に置かれています。

11 本町筋

4 車河戸の屋台島
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疫病厄難除けで知られる
全国天王総本社

※ 天王川公園
天王祭や藤まつりの
舞台である憩いの公園

※ 本町筋
古い町並みの残る通り
津島の旧市街地を構成
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